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「水害に強いまちづくり検討・ワークショップ」の概要

背景とねらい
＜背景＞

全国各地で大規模水害が発生しているとともに、地球温暖化に伴う
気候変化の影響により大規模水害の発生が懸念されている。

大規模災害を想定して、香川地域継続計画の検討が進められている。

平成25年度より、土器川をケーススタディとした大規模水災害対
策の検討を継続して取り組んでいる。

＜本ワークショップの位置付け＞

大規模水害発生後の“地域の生き残り計画”について、“住民目
線”で議論する先進的な取り組み

“上下流の地域が一体” の広域的な取り組みを進める中で、土器
川沿川のモデル地区を対象とした検討

＜本ワークショップのねらい＞

土器川流域において、“水害に強いまちづくり”を目指した流域・
地域で一体となった大規模水害対策を推進

流域住民等の意見集約、情報共有、共通認識の醸成

検討組織と役割（３つの組織）
ワークショップ（事務局：国交省）検討のための意見集約・情報共有

検討会（事務局：国交省）：とりまとめ書」の検討

協議会（事務局：香川大学）：連携・サポート

・大規模水害対策ワークショップ（ワークショップ）
・大規模水災害に適応した対策検討会（検討会）
・香川地域継続検討協議会（協議会）

ワークショップの対象
土器川下流部右岸モデル地域：丸亀市土器町東地区・北地区

検討対象の想定被害：内水による浸水～土砂災害～堤防決壊に伴う大規模水害

・土器川では大正元年に堤防決壊の発生の記録がある

・近年、他県で実際に堤防決壊事例が多発

（H24年7月九州北部、 H16年7月新潟・福島、 H27年9月茨城 ほか）
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「水害に強いまちづくり検討・ワークショップ」の流れ

第1回 ワークショップ

第3回 ワークショップ

第3回 検討会

協議会

平成27年7月11日（土）

8月29日（土）

・情報の共有
・防災行動イメージの共有

・災害警戒期のタイムライン

・住民目線による
アイデア（重点対策）

第4回検討会

3月下旬

平成27年
10月8日（木）

平成28年
2月下旬

・アクションプラン【行動計画書（案）】の提出

ワークショップ結果報告

事前連絡会

・モデル地区での災害警戒期のタイムライン（案）の検討
・モデル地区でのアクションプラン【行動計画書（案）】の検討
・今後の進め方の調整

第2回 ワークショップ

協議会での地域継
続計画の検討

11月 7日（土）

12月19日（土）

・タイムラインまとめ

タイムライン（たたき台）

タイムライン（素案）

ワークショップ中間報告

平成25年度

＜ステップ１＞：大規模水害対策の方向性とりまとめ
・「土器川における大規模水害に適応した対策検討とりまとめ書（案）」を協議会で承認

＜ステップ２＞：“水害に強いまちづくり”のため
のアクションプラン検討【行政】

◆平成26年度
・検討の場：「土器川における水害に強いまちづくり検討会」

（事務局：香川河川国道事務所）

・検討内容：

【テーマ１】住民目線での災害情報のあり方

【テーマ２】地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

【テーマ３】避難の実効性確保のためのハード・ソフト整備

★大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）

・検討方法：代表市町による「検討部会」を設置し、モデル地区を
対象として検討（行政、香川大学で検討）

・住民ワークショップの開催

・検討会の開催

・「とりまとめ書（案）」の作成

・検討部会、住民ワーク
ショップの開催

・検討会の開催

・アクションプラン【行動
計画書（案）】の作成

【大規模水災害に適応した対策検討会】 ⇔ 【香川地域継続検討協議会】 【香川河川国道事務所】

関係市町・関係機関
とのキャッチボール

＜ステップ４＞：流域・地域で一体となった
大規模水害対策の実施

◆平成29年度以降の予定

・「アクションプラン（案）」に基づく、各主体での着実な事業
推進

・「とりまとめ書（案）」および「アクションプラン（案）」に基づく、
他地域や他機関への展開

【水害に強いまちづくり検討会】 ⇔ 【香川地域継続検討協議会】

南海トラフ巨大地震を想定した
地域継続計画（ＤＣＰ）の検討

◆平成26年度
・検討の場：「香川地域継続検討協議

会」（事務局：香川大学危機管理研究
センター）

・検討内容：アクションプラン検討

◆平成27年度
・検討内容：香川地域におけるアクション

プランの実践、四国ＤＣＰ検討等

協議会での成果（ノウハウ）

＜ステップ３＞：“水害に強いまちづくり”のため
のアクションプラン検討【住民】

◆平成27年度～28年度
・検討内容：大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）

・検討方法：モデル地区における「住民ワークショップ」を実施し、住

民目線でタイムラインを具体化（住民、行政で検討）

⇒住民意見を踏まえ、アクションプラン（案）をブラッシュアップ

“行政での検討”から“行政と住民での検討”へ

平成27年度の検討会・ワークショップの流れ
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「水害に強いまちづくりワークショップ」の構成

ワークショップの検討対象モデル地区の参加人員構成

注１）ワークショップ参加者は、検討対象モデル地区にお住まいの方々（１テーブルに約７名）を対象とした。
注２）「進行者等」は、進行者、記録者、補助者の３～４名。

＜検討対象モデル地区＞
丸亀市土器町東地区

土器町北地区

土器川の右岸3.2ｋ
の堤防決壊による
浸水被害を想定

テーブル番号 属性 ワークショップ参加人数

テーブル１
自治会グループ（自治会長、自治会役
員）

参加者 ：７名
進行者等：３名

計10名

（内欠席３名）

テーブル２
自主防災会他混合グループ（自主防災
会、水利組合、元消防士 等）

参加者 ：６名
進行者等：４名

計10名

（内欠席２名）

テーブル３
若手・女性混合グループ（小学校ＰＴＡ、
保育所保護者会、婦人防火クラブ、
民生委員 等）

参加者 ：７名
進行者等：３名

計10名

（内欠席１名）

テーブル４
女性グループ（幼稚園ＰＴＡ、小学校ＰＴ
Ａ、中学校ＰＴＡ、自治会員）

参加者 ：６名
進行者等：４名

計10名

テーブル５
事業所グループ（丸亀市民病院、
地元事業者）

参加者 ：６名
進行者等：３名

計９名

（内欠席１名）

合計４９名
（内欠席７名）
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「第3回 ワークショップ」開催の様子

開催日時 ： 平成27年12月19日（土）14:00～16:30
開催場所 ： 丸亀市民会館 中ホール

・『第３回 水害に強いまちづくりワークショップ』を開催しました。

・ワークショップは、ファシリテータの進行により、大規模な被害想定の確認や
モデル地区の浸水特性等の情報共有、本ワークショップのテーマに関する
各検討を実施しました。

「検討会」会長の挨拶 ファシリテータによる進行

会場の様子

重点対策（共助）の検討 テーブル発表（代表テーブル）

タイムライン（素案）の検討
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第１回ワークショップ 住民タイムライン（たたき台）

・タイムライン作成の参考としました

避難行動の判断
（避難のきっかけ・タイミング）

参加住民（２８名）の
「自助タイムライン」まとめ

住民タイムライン（素案）

【自助タイムライン】 【共助タイムライン】

避難行動の判断基準・指標

各テーブルの
「共助タイムライン」まとめ

◆第１回および第２回ワークショップにおける参加住民の意見や自助・共助タイムライン検討

結果をとりまとめた「住民タイムライン（素案）」について、避難行動のきっかけ
やタイミング、必要な情報等をテーブル毎に共有し、住民タイムライン（素案）の内容
を検討の流れとともに再確認しました。

情報の共有
土器川モデル地区（土器町東・北）における

住民タイムライン（素案）

※第２回ワークショップ検討結果

第２回ワークショップ検討の内容

＜検討テーマ＞：“命を守る”ための避難行動
～タイムラインに従って行動すれば、安全に避難できるか～

“今のまま”では、死者が出る

“命を守る”ための避難行動が必要

私たちのタイムライン（防災行動計画）を考える

①自分や家族のタイムラインを考えてみましょう
何をきっかけに、どんな状況になれば、避難しますか？

②地域の災害特性を踏まえて、地域コミュニティのタイムラインを考えてみましょう
何を基準・指標として、避難行動の判断を行いますか？

タイムラインの検討をふり返る

①“私たちのタイムライン”を実行することで、“良いこと”は何ですか？

②“私たちのタイムライン”を実行するための“課題”は何ですか？

第２回ワークショップ検討結果のまとめ方
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テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸

亀
な
ど
）

・
青

ノ
山
の

周
辺

 
安

全
な
避

難
所

へ
（
丸

亀
養
護

学
校
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・
そ
の

他
の

地
区

（浸
水

深
３
ｍ

未
満

）
 
垂

直
避

難
（
二

階
へ

の
避

難
）

＜
避

難
行

動
＞

【
避

難
の

目
安

】
：激

し
い
雨

（大
雨

洪
水

警
報

）
、
内

水
被

害
発
生
、
土

砂
災

害
警

戒
情
報

、
避

難
勧
告

○
徒

歩
で
の

安
全

な
避

難
（マ

イ

カ
ー
で
の

移
動

は
困

難
）

○
避

難
先

の
判
断

・
安

全
な
避

難
が

可
能

な
場

合
 
近

く
の

避
難

所
・
一

時
避
難

場

所
へ

（
３
階

建
て
以

上
の
ビ
ル

な
ど
）

・
夜

遅
い
場

合
や

避
難

路
が

浸

水
し
て
危

険
な
場

合

 
垂

直
避

難
（
２
階

へ
の

避
難
）

＜
連

絡
体

制
の
確

保
＞

○
自

治
会

長
や
自

主
防

災
組
織

に
連
絡

○
学

校
か

ら
の

連
絡

を
確

認

○
連

絡
網

の
確
認

＜
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
確
認

＞

○
会

社
の

避
難

計
画

の
確

認

○
夜

間
の

対
応

○
停

電
時

の
対

応

○
来

客
者

の
対

応

○
救

急
車

の
受

入
の

準
備

＜
災

害
時

要
配
慮

者
へ

の
対

応
＞

○
丸

亀
市

か
ら
の

災
害

時
要
配

慮
者
の

情
報

開
示

○
名

簿
で
避

難
困
難

者
（体

の
不

自
由
な

人
・
高

齢
者

宅
）
の

確
認

○
避

難
困

難
者

へ
の
連

絡

＜
地

域
の
水

防
活

動
／

危
険

箇
所

の
見
回

り
＞

○
土

の
う
の

準
備

○
地

域
や

危
険

箇
所
の

見
回
り

○
水

防
団

に
よ
る
水

防
活

動
○

浸
水

箇
所

で
は

ボ
ー
ト
で
巡

回

＜
近

隣
の

呼
び
か

け
／

近
隣

の
安

否
確
認

＞

○
隣

り
近

所
の

声
掛

け

○
近

所
の

人
の

行
動

を
相

互
確
認

○
近

所
の

高
齢

者
の

安
否

確
認

○
各

戸
の

避
難

状
況

の
確

認

＜
避

難
所

の
開
設

準
備

／

避
難

所
の

運
営
＞

○
住

民
の

受
入

れ
準

備

○
自

治
会

長
・
自

主
防

災
組

織
と

連
絡

を
取

り
、
対
応

策
を
協

議

○
集

会
場

を
開

放

○
避

難
所

の
確

認

○
避

難
所

の
受

入
体

制
の

対
応

○
避

難
ス
ペ
ー
ス
の

確
保

＜
災

害
時

要
配
慮

者
の

避
難

支
援

＞
○

高
齢

者
同

士
の

助
け
合

い

○
自

治
会
・
自

主
防

災
組
織
を
通

じ
て
要

配
慮

者
の

早
期

避
難

○
避

難
所
の

周
知

・
案

内

○
中

讃
保
険

福
祉

事
務

所
や
病

院
を
一

時
避

難
所

と
し
て
利

用

＜
避

難
判

断
や
避

難
誘

導
＞

【
避

難
の

目
安
】

・
災

害
時

要
配
慮

者
の

場
合
：

避
難

準
備

情
報

・
健

常
者

の
場
合

：
大
雨

洪
水

警
報

、
内

水
被

害
発

生

○
潮

止
堰
の

転
倒

に
よ
り
土
器

川
の

出
水

を
確

認

＜
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応

／
地

域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携

＞

○
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
災

害
対
応

○
自

宅
待

機
し
て
い
る
職

員
に
対
し
て
呼

び
出

し

の
判

断

○
協

会
員

へ
の
周

知
・
連

絡
・
情

報
伝

達

○
企

業
自

治
会
や

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携

＜
職

場
の

水
防

活
動

＞

○
内

水
被

害
の

発

生
状
況

に
応

じ
て
土

の
う
積

み

○
業

務
と
し
て
災

害
復
旧

準
備

＜
職

員
と
の

連
絡

／
職

員
の

安
否
確

認
＞

○
社

員
の

所
在

確
認

・
連
絡

・

指
示

○
翌

日
の

出
勤

の
連

絡

○
社

員
（
社
外

）
の

安
否

確
認

＜
情

報
収

集
＞

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

○
香

川
県

防
災

情
報

メ
ー
ル

○
携

帯
緊

急
速

報
メ
ー
ル

○
友

達
グ
ル

ー
プ
（
ラ
イ
ン
）

○
家

の
周

り
の

状
況

確
認

○
危

険
箇

所
の

確
認

○
被

害
状

況
の

確
認

＜
避

難
の

準
備
＞

○
水

・
食

料
品
・
毛
布
等

の
確
保

○
非

常
持

出
品

の
点

検

○
家

の
戸

じ
ま
り
、
片

づ
け

○
家

財
を
２
階

に
移

動

○
避

難
場

所
・
経

路
の

確
認

避 難 行 動

避 難 の 準 備

＜
緊

急
避

難
行
動

＞

【
避

難
の

目
安

】
：非

常
に
激

し
い

雨
（
大

雨
特

別
警
報

）、
土

器
川

が

危
険

な
状
態

（
氾

濫
危
険

情
報
）
、

避
難

指
示

○
逃

げ
遅
れ

た
場

合
は
、
垂

直
避

難
（
２
階
へ

の
避

難
）

○
土

器
川

の
堤
防

に
近

づ
く
こ
と

は
危

険

災 害 時 要 配 慮 者 の 避 難 支 援

地 域 の 水 防 活 動 ／ 危 険 箇 所 の 見 回 り
近 隣 の 呼 び か け ／ 近 隣 の 安 否 確 認

避 難 判 断 や 避 難 誘 導

連
携

災 害 時 要 配 慮 者 へ の 対 応

＜
設

備
対

策
＞

○
会

社
施

設
の

被
害
軽
減

○
設

備
（
車
な
ど
）
の

移
動

○
設

備
の

飛
散

防
止

設 備 対 策

避 難 判 断 や 避 難 誘 導

職 員 と の 連 絡 ／ 職 員 の 安 否 確 認

＜
避

難
判

断
や

避
難

誘
導

＞

【
避

難
の
目

安
】
：

低
平

地
で
の

内
水

被
害

発
生

○
垂

直
避

難
（２

階

へ
の
避

難
）
で

対
応
可

○
１
階

建
て
の
場

合
（
住
民

を
含

む
）
は

ク
リ
ン
ト

ピ
ア
丸

亀
へ

の

避
難
誘

導

自 宅 の 水 防 活 動自 宅 の 水 防 活 動

家 族 と の 連 絡 ／ 家 族 の 安 否 確 認

Ａ
Ｃ

Ｂ

Ａ
－

１

Ａ
－

２ Ａ
－

３

Ａ
－

４ Ａ
－

５

Ａ
－

６

Ａ
－

７

Ｂ
－

１

Ｂ
－

２

Ｂ
－

３ Ｂ
－

４

Ｂ
－

５

Ｂ
－

６

Ｂ
－

７

Ｃ
－

１

Ｃ
－

２

Ｃ
－

３

Ｃ
－

４ Ｃ
－

５

Ｃ
－

６

注
）
避

難
が

必
要

な
状

況
が

夜
間

・
早

朝

と
予

測
さ
れ

る
場

合
は

、
暗

く
な
る
ま

で
に
避

難
準

備
情

報
を
発

令
（避

難

勧
告

に
つ
い
て
も
同

様
の

判
断

あ
り
）
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第３回ワークショップの検討内容

＜検討テーマ＞：“水害に強いまちづくり”のための
住民タイムライン作成と重点対策

～私たちで出来ることから、始めよう～

タイムラインに従って行動すれば、“時間軸を考えた準備・行動”ができ、
“早めの安全な避難”ができる

“命を守る”ための避難行動を実践する目 標

手段
ツール

住民タイムライン（素案）をもとに、“早めの安全な避難” を意識した防災
行動を再度考える

①時間軸に沿って、自助・共助の防災行動をイメージしてみましょう

②“避難の目安（避難のきっかけ・タイミング、判断基準・指標）”が適切
かを考えてみましょう

しかし、課題も多いため、“重点対策”を考える

①各テーブルで、一つの重点対策を検討します（あらかじめ選択）

②重点対策を展開するために“必要なこと（準備・活動など）”を考えてみ
ましょう

【検討－１】

【検討－２】

【検討－１】 住民タイムライン（案）の作成

【成果】
住民タイムライン（自助）の
パンフレット作成・公表

タイムラインの「ひな形」をもとに
各自が防災行動を考えるツール

【検討－２】
共助の重点対策

具体的な取り組み（アイデア）

【成果】
平成26年度検討の

アクションプラン（案）への反映

個人の防災行動は
様々であり、
「ひな型」として作成

共助の防災行動には
課題が多い

自助タイムライン（案） 共助タイムライン（案）

それぞれの取り組みの推進

自助（住民） 共助（地域コミュニティ） 公助（行政）

第３回ワークショップ検討結果のまとめ方

- 7 -



【検討－１】住民タイムライン（案）に向けて

～“早めの安全な避難” を意識した防災行動を
もう一度、考えてみましょう～

①時間軸に沿って、自助・共助の防災行動をイメージする

②自分の住まいや職場を基準にして、“避難の目安（避難のきっかけ・タイミング、
判断基準・指標）”が適切かを考える

◆タイムラインシートに記入、意見カードに記入

【検討－１】住民タイムライン（素案）の検討

意見カード

発言

ｷｰﾜｰﾄﾞ

意見

事務局

タイムラインを考える上での留意点

【土器川の河川特性およびモデル地区の災害特性】

・土器川は、急流河川であり、水位上昇が非常に早い。

・低平地では３ｍ以上の浸水、土器川堤防沿いでは家屋倒壊、青ノ山周辺では土砂災害が発生
する危険性がある。

【避難の目安（避難のきっかけ、タイミング）】

・大規模な水害は、土器川流域でも起こり得るとの危機意識を持ち、最悪の事態を想定して、防
災行動を考える。

・土器川の堤防決壊場所や時刻はわからないため、堤防決壊時刻からの逆算はできない。

・“リアルタイムで得られる情報（①気象情報や交通途絶情報の広域的な情報、②土器川水位や
内水被害の身近な情報）”をもとに判断する。

【土器町東・北の地域特性を踏まえた避難行動】

・“命と財産を守るための早めの避難行動”が必要。

・特に、“マイカーでの避難”は、道路の浸水や渋滞により避難所にたどり着けない危険性がある
ため、“早めの避難行動”が必要。

（事例）鬼怒川の堤防決壊時にも、道路が渋滞し、避難所にたどり着けず
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地
域

住
民

（
自

助
）

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共

助
）

事
業

所
（
共

助
）

行
政

へ
の

要
望

（
公

助
）

●
情

報
収

集
●

連
絡

体
制

の
確

保
●

B
C
P
（
事

業
継

続
計

画
）
の

確
認

●
リ
ア
ル

タ
イ
ム

情
報

の
伝

達

　
・
情

報
を
収

集
す
る
意

識
が

必
要

　
・
隣

近
所

で
声

か
け
し
や

す
い
体

制
を
作

る
　
・
事

業
継

続
を
図

り
な
が

ら
、
避

難
準

備
　
・
台

風
や

雨
の

予
測

と
一

緒
に
水

位
の

予
測

が
ほ

し
い

　
・
青

ノ
山

の
土

砂
崩

れ
の

情
報

が
必

要
　
・
地

域
住

民
と
の

連
絡

も
必

要
（
事

業
所

）
　
・
過

去
の

デ
ー
タ
で
予

測
が

で
き
な
い
か

　
・
防

災
情

報
メ
ー
ル

で
は

情
報

を
選

択
　
・
連

絡
網

が
必

要
●

B
C
P
対

応
／

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携

　
・
雨

、
水

位
、
潮

位
の

関
係

を
住

民
に
周

知
　
・
潮

の
干

満
時

間
の

情
報

（
満

潮
時

が
浸

水
し
や

す
い
）

　
・
一

晩
、
避

難
所

で
過

ご
せ

ば
意

識
が

変
わ

る
　
・
防

災
ラ
ジ
オ
の

全
戸

配
布

　
・
現

場
に
い
る
た
め
、
避

難
準

備
情

報
が

届
か

な
い

　
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
を
放

送
し
て
ほ

し
い

●
避

難
所

の
開

設
準

備
／

避
難

所
の

運
営

　
・
河

川
水

位
モ
ニ
タ
ー
の

増
設

と
情

報
公

開
●

避
難

の
準

備
　
・
避

難
所

の
開

設
に
も
時

間
が

か
か

る
●

職
員

と
の

連
絡

／
職

員
の

安
否

確
認

　
・
自

分
の

バ
イ
オ
情

報
（
血

液
型

、
病

歴
）
を
持

つ
　
・
避

難
準

備
情

報
発

令
時

、
全

社
員

へ
確

認
　
・
安

心
キ
ッ
ト
が

家
族

で
１
本

必
要

●
近

隣
の

呼
び
か

け
／

近
隣

の
安

否
確

認
　
・
災

害
発

生
時

に
は

、
職

員
へ

安
否

確
認

メ
ー
ル

を
送

る
　
・
祓

川
橋

と
蓬

莱
橋

の
間

の
水

位
情

報
が

ほ
し
い

　
・
救

助
要

請
旗

を
作

る
　
・
近

所
に
声

か
け
、
手

助
け

　
・
県

立
の

病
院

関
係

で
は

連
絡

シ
ス
テ
ム

が
整

備
済

み
　
・
水

位
は

激
し
い
雨

の
降

り
始

め
前

か
ら
公

開
　
・
避

難
済

み
旗

を
出

し
て
避

難
　
・
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
が

放
送

し
て
ほ

し
い

　
・
注

意
報

で
い
つ
で
も
避

難
で
き
る
準

備
●

地
域

の
水

防
活

動
／

危
険

箇
所

の
見

回
り

●
職

場
の

水
防

活
動

　
・
広

報
車

の
活

用
（
広

報
車

を
頻

繁
に
走

ら
せ

る
）

　
・
避

難
場

所
を
個

々
に
決

め
て
お
く

　
・
一

時
避

難
場

所
の

確
認

　
・
避

難
所

ま
で
の

経
路

の
確

認
　
・
堤

防
の

弱
い
と
こ
ろ
を
周

知
　
・
避

難
指

示
を
J
ア
ラ
ー
ト
で
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
割

込
●

事
業

所
に
よ
る
避

難
判

断
や

避
難

誘
導

　
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル

で
の

情
報

発
信

●
災

害
時

要
配

慮
者

の
避

難
支

援
　
・
人

を
背

負
う
リ
ュ
ッ
ク
を
用

意
●

避
難

に
関

す
る
情

報
・
支

援
・
連

携
●

早
め
の

避
難

行
動

　
・
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
所

有
者

の
協

力
　
・
住

民
が

行
動

を
起

こ
せ

る
明

確
な
ト
リ
ガ
ー
が

ほ
し
い

　
・
2
4
時

間
前

で
は

早
す
ぎ
る

　
・
丸

亀
病

院
の

入
院

患
者

は
垂

直
避

難
　
・
水

位
情

報
と
経

験
が

結
び
つ
い
て
い
な
い

　
・
経

験
の

な
い
状

況
で
の

避
難

　
・
安

心
キ
ッ
ト
の

全
戸

配
布

　
・
避

難
開

始
を
早

め
る
た
め
、
危

機
感

を
あ
お
る

●
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
避

難
判

断
や

避
難

誘
導

　
・
要

配
慮

者
へ

早
め
に
連

絡
し
、
避

難
準

備
を
し
て
も
ら
う

　
・
注

意
報

レ
ベ
ル

で
避

難
し
た
方

が
良

い
　
・
水

位
に
よ
る
避

難
判

断
　
・
学

校
と
行

政
と
の

連
携

　
・
学

校
で
の

基
準

も
見

直
し
が

必
要

か
　
・
特

別
警

報
が

避
難

の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
・
警

報
と
学

校
連

絡
（
下

校
時

間
）
の

関
係

は
？

●
避

難
勧

告
等

の
周

知
　
・
い
つ
堤

防
が

切
れ

る
か

わ
か

ら
な
い

　
・
防

災
行

政
無

線
の

サ
イ
レ
ン
音

量
が

小
さ
い

　
・
他

の
自

治
体

施
設

へ
避

難
　
・
報

道
に
よ
る
高

知
の

災
害

情
報

を
見

る
と
良

い
　
・
対

岸
（
左

岸
側

）
へ

の
避

難
（
城

北
小

学
校

な
ど
）

　
・
避

難
場

所
の

選
択

は
自

主
判

断
　
・
空

振
り
は

良
い
こ
と
、
住

民
は

怒
っ
て
は

ダ
メ

　
・
迷

い
が

あ
れ

ば
垂

直
避

難
●

避
難

行
動

　
・
弱

者
は

避
難

に
時

間
が

か
か

る
●

避
難

所
の

情
報

や
運

営
方

法
　
・
広

域
避

難
と
は

、
ど
こ
ま
で
か

　
・
避

難
所

の
カ
ギ
を
い
つ
開

け
る
の

か
　
・
避

難
勧

告
が

出
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
家

族
連

携
　
・
避

難
所

に
行

っ
た
時

の
人

と
の

関
わ

り
方

　
・
避

難
所

の
収

容
人

数
も
問

題
　
・
避

難
ギ
リ
ギ
リ
で
、
一

気
に
行

動
す
る

　
・
市

の
情

報
が

一
番

の
判

断
基

準
　
・
近

所
の

個
人

宅
３
F
へ

避
難

●
一

次
避

難
所

の
指

定
　
・
市

と
気

象
庁

で
は

、
受

け
る
感

覚
が

違
う

　
・
避

難
勧

告
が

一
番

の
判

断
基

準
　
・
香

川
県

中
讃

保
健

福
祉

事
務

所
を
指

定
　
・
香

川
県

中
讃

保
健

福
祉

事
務

所
へ

逃
げ
る

　
・
予

測
情

報
で
判

断
　
・
避

難
す
る
明

確
な
理

由
が

必
要

●
土

器
川

の
河

川
整

備
・
堤

防
点

検
　
・
堤

防
の

巡
視

強
化

　
・
空

振
り
で
も
行

政
を
責

め
な
い

　
・
避

難
勧

告
で
の

避
難

行
動

で
良

い
の

で
は

●
防

災
教

育
　
・
子

供
に
情

報
や

災
害

の
学

習
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　
・
祓

川
橋

の
水

位
情

報
と
土

器
川

下
流

水
位

の
関

係
を

知
る
方

法

　
・
連

絡
網

の
強

化
（
一

度
に
多

人
数

が
情

報
を
把

握
す
る

方
法

）

　
・
丸

亀
病

院
は

守
衛

が
い
る
の

で
、
2
4
時

間
受

入
可
能

（
住

民
も
避

難
可

能
）

　
・
避

難
勧

告
で
は

復
旧

の
た
め
に
待

機
、
避

難
指

示
で

避
難

　
・
避

難
準

備
情

報
発

令
時

、
会

員
企

業
と
地

域
住

民
に

避
難

場
所

を
周

知
　
・
丸

亀
病

院
に
住

民
が

避
難

し
て
き
て
も
、
外

科
の

医
師

は
不

在
（
外

科
処

置
が

で
き
な
い
、
軽

傷
は

O
K
）

　
・
青

ノ
山

保
育

所
へ

は
個

々
の

判
断

で
避

難
（
な
お
、
土

砂
災

害
の

危
険

が
あ
る
場

合
、
市

は
開

設
し
な
い
）

　
・
洪

水
が

堤
防

を
越

え
る
箇

所
が

わ
か

れ
ば

、
対

応
で
き

る
か

　
・
各

種
情

報
か

ら
適

切
な
判

断
が

で
き
る
よ
う
に
す
る

が
、
最

後
は

自
分

の
判

断
で
行

動

　
・
自

分
が

避
難

し
て
い
な
い
の

で
説

得
力

が
な
い
（
勧

め
に
く
い
）

　
・
避

難
勧

告
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
、
避

難
の

協
力

が
得

ら
れ

な
い
か

も

　
・
土

器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

の
避

難
経

路
に
は

危
険

箇
所

が
多

い

　
・
学

校
か

ら
子

供
が

帰
る
、
ま
た
は

学
校

が
休

み
で
、

や
っ
と
避

難

　
・
土

器
川

の
水

位
状

況
が

避
難

判
断

の
大

き
な
要

素
（
台

風
情

報
だ
け
で
は

判
断

が
で
き
な
い
）

　
・
車

で
避

難
す
る
か

、
徒

歩
で
避

難
す
る
か

（
雨

の
状

況
、
距

離
、
時

間
に
よ
っ
て
変

わ
る
）

　
・
丸

亀
病

院
で
は

県
の

防
災

行
政

無
線

に
よ
り
、
災

害
情

報
の

収
受

は
可

能
（
土

器
川

の
情

報
は

遅
い
）

　
・
難

し
い
言

葉
を
使

わ
ず
、
急

を
要

す
る
短

い
言

葉
（
ア
ブ

ナ
イ
、
キ
ケ
ン
な
ど
）
を
使

っ
た
方

が
良

い

【検
討
－
１
】住

民
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（素

案
）へ

の
意
見
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【検討－２】充実した共助のために

【検討－２】共助による重点対策の具体的な取り組み検討

～各テーブルで、重点対策を検討します～

・第２回ワークショップの意見を踏まえて、重点対策５項目の中から

テーブル毎に１項目を検討（項目はあらかじめ事務局にて選択済）

テーブル
重点対策5項目

（共助による取り組みが必要な５項目）
意見が出た
テーブル

１ 災害時要配慮者の避難支援・誘導を行うには １，３，４

２ 地域コミュニティを活性化するためには ２，３

３ 避難所の開設準備や運営で支援できることは １，２，３，４

４
地域コミュニティ（自治会・自主防災組織）内の連絡体
制を強化するためには

１，２，３，４

５ 事業所としての地域支援の具体策は ５

～“重点対策”を展開するために
必要なこと（準備・活動など）を考えてみます～

重点対策 重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）

【テーブル１】

連絡体制を
強化するた
めには

防災の話をす
る場の設置

要配慮者への
連絡網

定期的な防災
訓練（年一回）

自治会の連絡
網を活用

避難訓練が重
要

自主防災組織
への指導

広報活動を積
極的に

地区防災計画
の検討

避難カードの
作成

身近な危険を
知る

平常時の活動

防災訓練 防災計画

広域避難を考
える

防災リーダー
の育成

土器川水防訓
練（Ｈ２８年）

要配慮者の情
報提供支援者の確保

行政への要望連絡網の整備

イベントを活用

役割分担を明
確に

自治会と自主
防との連携

意見カード

発言

ｷｰﾜｰﾄﾞ

意見

事務局

共助として取り組む内容
（アイデア）を記入 行政への要望も記入

テーブル毎に
選定した
重点対策
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重点対策 具体的な行動内容（アイデア）

１）災害時要配
慮者の避難
支援・誘導

【テーブル１】

①災害時要配慮者の定義
■高齢者、障害者、独居者、他人の助けがないと

避難できない人など

②災害時要配慮者の情報開示・把握
■要配慮者の情報開示 ■対象者の事前調査 ■

家族構成の調査

③支援体制の確立／支援者の確保
■担当者の選任 ■支援者の役割分担 ■当番制

での支援
■自治会単位での支援

④災害要配慮者の避難支援方法
■要配慮者の情報分析 ■平常時からの「早期避

難」の周知
■避難可能場所の確保（マンションの活用など）
■【公助】道路の交通規制（一方通行など）

⑤災害時要配慮者への防災学習
■防災学習の実施（老人会の集会などで周知）

⑥自主防災組織の体制づくり
■役割分担の明確化 ■事前に集合して組織化

（早めの行動）

２）地域コミュニ
ティの活性
化

【テーブル２】

①地域コミュニティの組織体制の見直し
■旧来住人と新規住人の交流 ■コミュニティ活動

の収容力アップ

■組織間の横のつながりの強化 ■「防災」の名の
もとの顔合わせ

②防災活動・防災訓練の実施
■自治会長対象の防災訓練の実施 ■防災活動

を通じて活性化

③交流活動の実施／イベントの活用
■自治会同士の交流 ■土器川水防のパネル展

示
■「やよい祭」で人を集めて活性化

④広報活動の実施／メディアの活用
■ＨＰ開設による情報発信（「住みたくなる土器」ＨＰ

作成中）

■コミュニティ情報誌の配布 ■マスメディアを活用
した広報

⑤地域情報の周知
■寄り合い等で地域情報の周知・案内 ■地域の

危険箇所の提示
■【公助】河川整備・堤防整備の実施

３）避難所の開
設準備や運
営の支援

【テーブル３】

①連絡体制・連絡手段の確保
■連絡網（電話、メール）の再確認 ■無線（ハン

ディ）などの活用

②避難のための事前準備
■防災準備の話し合い ■避難所への備蓄品設置

の活動

③避難所運営訓練の実施
■ＨＵＧの活用 ■小学校や自主防災組織での訓

練

④避難所の運営方法
■避難所での役割（リーダーなど） ■受付のシス

テム化（ＰＣ準備）

⑤避難所での必要物の準備・持込
■必要物資（毛布、段ボール、食料品など）の用意・

持込 ■ＡＥＤ設置

⑥地域コミュニティ主体の避難所運営
■食事の準備 ■物資配給の手伝い ■受付・接

待 ■会場の片付け

４）地域コミュニ
ティ内の連
絡体制の強
化

【テーブル４】

①連絡網・連絡手段の確保
■連絡網の充実 ■メール一斉配信システムの構

築
■一斉メールやＨＰでの情報共有

②学校や事業所との連携
■学校メールの利用 ■連絡網に会社を追加 ■

学校単位の連絡網

③役割分担の設定／担当者の確保
■要配慮者の担当者の選任 ■民生委員の活用

④自治会に加入していない住民への対応／
自主防災組織による対応

■自治会への参加の呼びかけ ■【公助】自治会へ
の参加要請

■情報共有できる場の設置 ■自主防災組織の充
実

⑤交流会・勉強会の実施
■ワークショップ、交流会、勉強会のコミュニティ・自

治会単位での実施

５）事業所によ
る地域支援

【テーブル５】

①協議会の設置
■協議会（検討の場）の設置 ■団体（会）から行政

への要望

②資機材や場所の提供
■避難場所との契約連携 ■ヘリコプター発着場

所（丸亀病院）
■車両や場所（土のうスペースなど）の提供

③避難支援・避難誘導の方法
■構内放送の活用して避難場所への誘導 ■会員

企業への情報発信

■来客者や障害者（社員）の避難誘導 ■【公助】
避難所への連絡対応

④ＢＣＰ対応と地域支援の配分調整
■ＢＣＰ（会社を守ること）を考えた上での協力・支援

（力の配分）
■企業・市・住民の三者協力体制

⑤災害復旧の支援
■ＢＣＰによる災害対応 ■災害復旧時の応援 ■

広域応援

【検討－２】具体的な取り組み案
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②発言(補足)

必要な場合 必要な場合

(補助者が記入)(記録者が記入)(参加者が記入) (記録者が記入)

「意見カード」の使い方

①意見 ③事務局等 ④キーワード

【検討－１】意見カードの結果（テーブル１）
タイムライン意見

自 助 共 助 公 助

重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）重点対策

【テーブル１】
災害時要配
慮者の避難
支援・誘導を
行うには
（共助）

避難開始時間 １

避難開始時間は？

24時間前では早すぎ
る

水位の状況 ２

雨10㎜で、すぐ水位
が上がる

水はけの状況は？

経験のない状況での
避難。

危機感をあおる。
避難開始を早めるた
め

避難の判断情報 ３
きっかけ 情報

避難の判断には、土
器川の水位状況が大
きな要素(台風状況
だけでは判断しにく
い)

水位の情報が欲しい
。台風情報だけでは
判断が出来ない。

情報の出し方が難し
い。
広報車等

防災無線の音が聞こ
えない。

台風と一緒に水位予
想があるといい

雨予想と水位の予想
が欲しい

過去のデータで、予
想が出来ないか

雨、水位、潮位の関
係を住民に周知

台風情報のみでは避
難しない

避難行動を起こす場
合、土器川の水位、
雨量等の情報にて判
断

堤防の被災場所 ４

。

堤防を水が越える所
がわかれば、対応が
出来るのではないか
。
堤防の弱い所を周知

堤防で弱い場所を知
らせる。

水位と避難行動の内
容が示されるといい

か

水位による避難判断
。
どの時点でどうする
か
被災等の
言葉の意味を共有

特別警報が出た。
避難のタイミング

確認すること ５

下校時間と(注意報
・警報)の確認

警報と学校連絡の関
係は？

警報が出た時、学校
に居る時、下校させ
ない

登校前に警報出る

避難の判断情報
その２ ６
きっかけ 情報

避難準備情報の確認
は？

いつ堤防がきれるか
わからない

香川だけど高知の水
害情報をみるとよい
のでは

「早めの避難行動」
-5～-9はOK

？

どんな情報がでたら
、行動ができるのか
？
報道による情報
どの時間で避難する
か？

行動の決定 ７

各情報で最終は、自
分の判断により行動
する。(常時、適格
な判断が出来る様)

台風の速度の関係
(高知→香川)

垂直避難の場所 ８

垂直避難場所の確認

まよいがあれば垂直
避難

近くの避難場所づく
り ９

避難場所はより近く
を、再度確認

避難場所を個々に決
めておく。
近い場所

住民が行動をおこす
トリガー 10 ☆

住民が行動を起こせ
るトリガーが、はっ
きりほしい。

水位情報と経験が結
び付いていない

避難準備情報があっ
ても、実際に経験が
ないので、行動がし
にくい

経験のない状況での
判断

高松1000円、宇多津
のみ3500円/台 ラ
ジオ→電源
全戸 /丸亀=CVTV

要配慮者とは？

高齢者の夫婦

高齢 夫婦 障害
者

独居 耳き
こえない

障害者(耳、目)
独居者

目がみえない
車イス

年齢で決める

要配慮者は、他
人の助けなくし
ては避難できな
い人で、回りに
助けがいない人

丸亀市の持って
いる情報は

要介護者、要支
援者の情報開示

対象者の早めの
避難必要

要支援者を早目
に避難させる

対象者の
事前把握

事前に対象者を
調べておく。確
認

要配慮者の担当
者の事前決め。

支援担当の分担

要配慮者を当番
制で支援する

自治会単位で

自治会ごとに支
援

家族構成を調べ
る

早めの避難をす
すめる ⇒

要配慮者の情報
(家族構成・配
慮の状態等)を
適格につかまな
ければ避難冷え
んが難しい

避難も長時間前
でもスムーズに
できるのでない
か

要支援の必要の
無い処へは支援
に行かない

「早く避難」を
平常時から周知

早く避難場所を
あける

避難場の開設後
でなければ･･･

マンション活用
(避難準備情報
前)

避難可能な場所
を事前に確保す
る(公施設以外)

避難勧告が出た
時点で要配慮者
を避難させる。

対象者への避難
教育

要配慮者の把握
が十分でないの
で、老人会等集
まりで防災教育
をして周知する

本当に支援でき
るのか対応

組織で対応

避難の段階にな
ると、自治会・
自主防災も他人
のことができる
かどうか問題。

有事の取り決め
がないといけな
い。

自身のことを後
回しできるのか
？

要支援の者に有
事の場合、自治
会等が支援に行
けるか意識づけ

自主防災会の設
置には危機意識
が必要

自治会・自主防
災に役割分担さ
せるには、事前
に体制づくりと
その体制の構成
時期を明確にし
ておく

事前に集合し組
織化

まず自治会単位
で

自治会長=自主
防災会長(1人2
役)

要支援者を支援
するために、自
主防災会を作る

自治会長と自主
防災会は、同一
人でないと駄目
なのか？

高齢者ばかりの
自治会の支援は

タイミングと時
間

自助の為にも共
助は早目にした
い
-24hr

通行制限

車で移動する場
合、道路を一方
通行にする。

- 12 -



【検討－１】意見カードの結果（テーブル２）
タイムライン意見

重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）重点対策

【テーブル２】
地域コミュニ
ティを活性化
するために
は
（共助）

自 助 共 助 公 助

家族避難

自宅の家族での避難

避難勧告が出たタイ
ミングで家族連携

周囲の人の避難

共助 (弱者)は時間
がかかる(避難)
自助 自分が避難し
ていないのに勧めに
くい･･･

避難しない住民を迎
えにきた人が被災す
るおそれあり

自分が逃げてないの
で説得力ない

避難勧告のタイミン
グでも、協力をえら
れないかも

避難ギリギリで、一
気に動く

一晩避難所で過ごせ
ば意識かわる

地域コミュニティ

地域コミュニティＦ
Ｍ放送してほしい

避難所

土器コミュニティセ
ンターしかない

建物高、高い
保健所を指定

情報

河川水位モニターの
増設と情報公開され
たい

祓川橋の水位情報と
土器川下流の関係を
知る方法

祓川橋と蓬莱橋の間
の水位情報がほしい

水位は激しい雨降り
始めから公開(注意
報)

ケーブルテレビが放
送してほしい

河川巡視

堤防の巡視強化

気象情報

台風の進行方向によ
って雨の降り方異な
る

潮止堰が閉じて上流
からの雨が流れない

サイレン音

津波避難訓練時のサ
イレン音量が小さい

意識しないと、サイ
レン聞きとれない

サイレンの種類
音の出し方、連続、
継続･･･と長さ
11/29津波60秒

警報サイレンの音が
小さい。調べて増加
して欲しい。

広報車

広報車の活用

警報が出たタイミン
グで

12時間前に広報車、
頻繁に走らせて

コミュニティ成立

新しい宅地では、自
治会がない
いかに巻き込むか

旧来からの住人と新
規住人との交流

コミュニティ活動へ
の収容力が大事

「防災」の名のもと
に顔合わせ、まちづ
くりをしていく。

土器コミュニティ

土器コミュニティは
、自治会に限らず地
域全体での活動

自治会長対象の防災
訓練の実施

堤防

堤防が決壊する想定
がない町にすべき

土器川河川敷整備進
んでいる。堤防整備
も進めてほしい

イベント

やよい祭で人を集め
て活性化

土器川水防について
パネル展示

自治会同士の交流イ
ベントなどが必要

メディア活動

ＨＰ開設し、情報発
信

「住みたくなる街
土器」のホームペー
ジ作成中

土器さんさん(地域
紙)やイベント案内
の掲載

地域の危険箇所の提
示

自治会や公共機関通
じてコミュニティ誌
配布

ＨＰ見れない人はど
うする？

寄合で地域情報の周
知・案内

マスメディアの活用

新聞、ローカルニュ
ースを使った広報(
記者の目で情報発信
)

新聞掲載の実績を地
域にＰＲする

防災活動

避難用鉄塔を作って
経験をしてもらう

防災活動を通じて活
性化

コミュニティ体制

コミュニティ=組織
の連動体

コミュニティの組織
体制の見直し(横の
つながりを大事に)

自治会中心のコミュ
ニティではなく、各
コミュニティ(ＰＴ
Ａなど)の横のつな
がりを強める

外国人への広報

。

外国人や新規住民も
参加しやすいように
。

②発言(補足)

必要な場合 必要な場合

(補助者が記入)(記録者が記入)(参加者が記入) (記録者が記入)

「意見カード」の使い方

①意見 ③事務局等 ④キーワード
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【検討－１】意見カードの結果（テーブル３）
タイムライン意見

重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）重点対策

【テーブル３】
避難所の開
設準備や運
営で支援で
きることは
（共助）

自 助 共 助 公 助

避難時に必要な物

乾電池・ラジオ携帯してお
く

足元に気を付け、長ぐつを
用意。防寒服・雨具も

自分のバイオ情報を持つ(
血液型、病歴)

自分の身の回り品の持ち出
し(保険証・薬など)

安心キッドを全家庭に配布
するようにしたらと思いま
す。

「安心キッド」は家族に1
本は必要だ。

自分で持って行く

救助要請旗を作る

避難ズミ旗を出して避難。

避難方法

避難時、車で行くか歩いて
避難するか。

雨の状況、距離、時間によ
って変わる。

情報収集

ラジオ、テレビで、情報を
持つ意識が必要

避難場所(民間)

近所の個人宅３Ｆへ避難。

事前に了解をもらっておく

。

自宅がだめな場合、集会場
(自治会場)もダメだと思う
。

手だすけ出きる道具

人を背おうリュックを用意

階段がある

アマ無線所持者
協力者

人づきあい

近所に声かけ手助け

となり近所、災害他の時、
声かけやすいような体制を
作っておきたいです。

分かりやすい言葉
(用語)

。

指示だと全員避難しないが
、命令だと避難すると思う
。
広域避難とは、どこまでか
？

行政の言葉に耳をかたむけ
よう。住民の為に動いてく
れています。

指示、勧告
言葉が分からない

むずかしい言葉を使わず、
アブナイ、キケン、急を要
する短い言葉を使った方が
いいと思います。

行政
からぶりは良いこと
住民は怒ってはダメ

非常持出物
リスト記載

避難する時、持って行くと
いい物を、表示していてほ
しい

人により具体的に考える必
要

非常持出しをいつも点検。
玄関先に置いておくように
呼びかけする。

避難場所(公共)

要介護者の方に早目に連絡
して、行動の準備をしても
らう。

避難所のカギ(夜間の場合
など)どうする？

避難所のカギをいつ開ける
か。

要配慮者がいる避難は準備
であける

避難場に行った時の人との
かかわり方。

事前準備

情報共有

避難所のカギの持ち主を知
っておく。

自治会
防災会の連絡網TEL、メー
ルを再確認する。

個別準備

自治会で防災準備を話し合
う。

各家庭に防災品
ＰＲ

訓練

HUGの活用

訓練に積極参加

防災士会等開催
小学校、自主防

準備物(必要な物)

備蓄しておくものを、避難
所は設置してもらえるよう
に活動

防寒ズキンを作っておく

実運営

情報入手方法

情報手段としてのハム(ハ
ンディ等)

避難所での運営

スムーズな運営

まず、その場で役割を(人
名)リーダーを決める。

各自の場所の広さは適切か
を調べる

避難受付(受付表等)システ
ム化(PC準備)

避難所での必要物

毛布、シーツ、段ボール用
意持込

各人からの提供も受付

おすそわけの気持！

(食事)皆に、ごはん作(オ
ニギリなど)に協力

食物の準備をする。

食事の準備・手伝い。

地域で、食事班をつねづね
、その場の為に、心掛けて
おきたい

。

食料品、水、菓子類、敷物
、マット類を持っていこう
。
むすび、飲物の用意

お接待、おもてなしが必要
。おせっかい？

身の回り品の配布の手伝い
(毛布、食料品)

避難所にはＡＥＤ設置

カギはかけない
常に使えるようにしておく

人的救助

会場の片付け

体力(労力)の提供

②発言(補足)

必要な場合 必要な場合

(補助者が記入)(記録者が記入)(参加者が記入) (記録者が記入)

「意見カード」の使い方

①意見 ③事務局等 ④キーワード
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【検討－１】意見カードの結果（テーブル４）
タイムライン意見

重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）重点対策

【テーブル４】
地域コミュニ
ティ(自治会・
自主防災組
織)内の連絡
体制を強化
するために
は
（共助）

自 助 共 助 公 助

情報

注意報で避難する！
(早めの避難)

注意報レベルで避難
した方がいい

学校での基準も見直
す必要？

学校から子供が帰る
又は学校が休みでや
っと避難

注意報でいつでも避
難できる準備する。

学校(子ども)

子ども早く帰ってこ
ないとだめ。

親が学校に避難？

市の情報を一番判断
基準にする。

市と気象庁では、受
ける感覚が違う。

判断基準

避難始める基準の見
直し

もっと早く、判断基
準となる情報を設定
する。

「避難勧告」一番基
準になる。

実際は警報でも避難
するかどうか･･･

予測の情報で判断

注意報、警報等の予
測がでてるのでみて
おく。

情報を常にチェック

避難する明確な理由

近所の人に対する説
得力が必要

避難しなきゃ、避難
しようという理由が
ほしい

避難所

連絡網の強化

一度に多人数で、情
報を把握する方法

家族の情報が、早く
、まとめて分かるよ
うに。

あいている避難所が
ない

避難場所として、確
実(安全)な場所を設
定してほしい

避難所の人数の容量
も問題

早めに避難しても避
難所があいている？

大雨の中、外にはい
られない

避難場所がわからな
い

学校

学校と国との(市・
県)連携

子供を残して避難で
きない。

子供に、情報と被害
など勉強学習。

学校でこのＷＳのよ
うなことをするとい
い

子供・若い人の方が
、より学習し積極的
にうごく。

連絡方法

連絡網を充実させ
る

。

電話 ・直接など
確実に伝わるもの
。
一斉メールも。

コミュニティから
のメール配信で連
絡が入るようにす
るといい。

弱者の担当を決め
ておく

コミュニティ→自
治会長→自治会員
への一斉メールが
あれば

・土器コミュニテ
ィーからの一斉メ
ール登録システム
を作る

会社(企業)、学校
も含めると、一度
に把握可

自治会内→コミュ
ニティの連絡

学校からのメール
のように登録して
おく

連絡網に会社も入
れる。

。

自治会内の連絡、
各班毎に確立する
。
各自治会長にメー
ル発信

。

メール等難しい高
齢者世帯には担当
者？を決めておく
。

コミュニティ

独居老人には、担
当をきめていて連
絡する

民生委員の人は、
担当ごとに、把握
している ↓

うまく、活用でき
ないか

●自治会への加入
･･･未加入でも災
害時の地域グルー
プ
●土器コミュニテ
ィセンターからの
一斉メールもしく
は、ＨＰでの情報
提供など

学校単位で連絡網

避難する人数、ど
こに誰が、の把握
が必要。

コミュニティ(避難
場所)は自治会に入
っていなくても受
入れる

自治会加入の呼び
かけを積極的に行
う。

知らない人を助け
るのは難しい↓

何かしら、情報共
有できる場をもっ
てほしい

災害時には、伝わ
る。同じ地域皆へ
連絡できる。

へ。

自治会でなくても
、防災のための会
へ。
自治会に入ること
で、同じ情報を共
有できる

避難してくる人の
大まかな人数把握
にもなる。

自主防災組織の確
実(現在約３割強)

自治会に加入して
いない人達の対応

。

"市"が、自治会へ
入るようにさせる
。
行政(的に)が、す
べき。

。

連合自治会から抜
ける自治会もある
。

自治会未加入は個
別に自主防に登録

学習(機会)

このようなワーク
ショップ学習会を
コミュニティ自治
会単位で頻繁に行
えると良い。→意
識が高まる？

●各地区・自治会
で勉強会(災害時)
や交流会など

②発言(補足)

必要な場合 必要な場合

(補助者が記入)(記録者が記入)(参加者が記入) (記録者が記入)

「意見カード」の使い方

①意見 ③事務局等 ④キーワード
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【検討－１】意見カードの結果（テーブル５）
タイムライン意見

自 助 共 助 公 助

重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）重点対策

【テーブル５】
事業所として
の地域支援
の具体策は
（共助）

広域避難

他の自治体施設への避難

対岸(左)への避難

避難場所の選択は自主判断

城北小学校への避難

県健康福祉センター3階建
て？へ逃げる

事業継続をはかりながら、
避難準備(用意)。

事業所での自助(BCPを図り
ながら)

土砂災害

青ノ山の避難については個
々の判断で避難

土砂くずれの判断は状況に
よる

市は開設できない

青の山の土砂くずれの情報
が必要

青の山保育所の扱い
土砂くずれで開設できず

避難所の開設にも時間がか
かる

から振りで行政を責めない

避難指示をＪアラートでＴ
Ｖ、ラジオへの割り込み

エリアメールでの情報発信

災害情報メール
情報を選択

一次避難所

一次避難所の確認

エリアが近い・狭いので歩
く。

勧告:復旧の為に待機
指示:避難

避難情報

潮の干満時間情報

満潮時は、水害となりやす
い

避難準備情報が届かない
現場にいる

早めの行動⇔避難行動
↑

勧告で良いのでは

勧告での避難行動で良いの
では？

(自助)準備情報時、全社員
へ確認：(所在・準備)

避難経路

土器コミュニティセンター
の避難場所については、避
難する経路が非常に危険ヶ
所が多いため？

避難経路は、状況によって
個人判断

避難所までの経路の確認

確認するタイミングが難し
い

丸亀病院における要配慮者
は、入院患者様になる。
垂直避難で対応する

垂直避難(2F)～3m以下

病院ということで市民の方
が避難してきても、外科の
医師は不在。医療器具もな
い。

外科処置が出来ない。軽傷
はOK

連絡網

準備情報発令時に会員企業
、地域住民に避難場所周知

共助
会員企業へ周知(避難場所)

地域住民との連絡も必要(
自治会)

連絡網↑

病院は、守衛がいるので、
入口のドアを開けることは
２４時間可能

住民も避難可能

災害発生時には、携帯へ職
員安否確認メールを送り、
職員はそれに回答するよう
になっている。

(県立)病院関係は整備され
ている

避難情報

丸亀病院では県の防災行政
無線により、災害情報の収
受は可能である。

土器川の情報は遅い

避難先(受側)との確認
[米澤]

避難場所(受入)との契
約連携をとっておく

事前準備

病院の運動グラウンド
が、ヘリコプターの発
着場所になっている。

災害時に使用可

土のうスペース

周知、広報の手伝い、
避難所。

協議会を設置し、検討
する。

会へ所属するメリット

行政への要望も団体(
会)であれば出しやす
い

災害復旧

災害時の対応も、事業
の内

災害復旧時の応援はで
きる(災害時は難しい)

広域応援

避難情報

構内放送を有効し、避
難場所へ誘導する

パブリック

クリントピア丸亀へ

お客さんの誘導

障害者(社員):避難出
来る

会員企業への情報発信

企業設備提供

車両の提供。

限定的な避難場所の提
供。

準備段階:場所の提供

企業の対応

BCP

会社を守ることを考え
た上での協力

ＢＣＰも考えた災害対
応が必要(力の配分)

企業－市－住民の３者
協力体制

広域避難

大束川の氾濫もあり、
宇多津も浸水

行政への要望

レベル３警戒時、行政
より避難所への連絡対
応

市の職員も在る。

②発言(補足)

必要な場合 必要な場合

(補助者が記入)(記録者が記入)(参加者が記入) (記録者が記入)

「意見カード」の使い方

①意見 ③事務局等 ④キーワード
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